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新型コロナウイルスに関する
経営相談窓口を設置しました

　中国湖北省から始まった新型コロナウイルスの感染が全世界に拡大し、国内、道内経済への影響が現実と
なっています。これを受け、当所では、「新型コロナウイルスに関する経営相談窓口」を設置しています。当
面の運転資金や各種補助金等の相談、その他経営上のお悩み等がありましたら、お問い合わせください。

　【問合せ】留萌中小企業相談所

　新型コロナウイルス感染症の影響により売上が減少した小規模事業者の資金繰りを支援するため、別枠
1，000万円の範囲内で当初３年間、通常の貸付金利から ▲ 0．9％引下げする。加えて、据置期間を運転資金
で３年以内、設備資金で４年以内に延長する。３月17日より制度適用開始。

況新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた特例措置

　小規模事業者経営改善資金融資（通称：マル経）は、商工会議所の経営指導員による経営指導を受けた小
規模事業者に対して、日本政策金融公庫が無担保・無保証人で融資を行う制度です。

況マル経融資とは？

お問合せ先　 日本政策金融公庫の本支店 または、留萌商工会議所まで

【ご利用いただける方】
最近１か月の売上高が前年または前々年の
同期と比較して５％以上減少している小規
模事業者の方

【資金の使いみち】
　運転資金、設備資金
【融資限度額】
　別枠 1，000 万円

【金　利】
経営改善利率 1．21％（令和２年３月２日時点）
より当初３年間、▲ 0．9 ％引下げ

　※金利引下げの限度額は、「新型コロナウイル
ス感染症特別貸付」、「生活衛生新型コロナウ
イルス感染症特別貸付」および「生活衛生改
善貸付の金利引下げ」との合計で 3，000万円
となります。

【利子補給を受けられる方】
１．市内に店舗を有し同一事業を引き続き１年以上営んでいる方
２．市税を完納している方
３．マル経資金の対象者

【利子補給額】　　融資利率の１％以内
【利子補給期間】　運転・設備資金ともに２年以内詳細は留萌商工会議所まで

マル経融資の金利引下げ（新型コロナウイルス対策マル経）

留萌市マル経
利子補給制度が
開始されました
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当
所
の
第
二
三
二
回
通
常
議
員
総
会

が
、
三
月
二
十
七
日
画
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
留
萌
産
業
会
館
で
開
催
さ
れ
、

役
議
員
六
十
名
（
内
委
任
状
三
十
四
名
）

青
年
部
二
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
令

和
二
年
度
事
業
計
画（
案
）
と

収
支
予
算（
案
）
な
ど
を
審
議

し
た
。

　
総
会
で
、
塚
本
壽
三
郎
会

頭
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
に
伴
い
、
経
済

活
動
が
著
し
く
減
速
し
て
い

る
い
ま
、
突
然
の
需
要
喪
失

で
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
界
は
も
と
よ
り
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
や
、
海
外

か
ら
の
技
能
実
習
生
が
足
止
め
さ
れ
る

な
ど
、
事
業
の
大
幅
な
下
方
修
正
が
必

至
の
緊
迫
し
た
情
勢
と
な
っ
て
き
た
。

　
今
こ
そ
、
地
域
を
知
り
尽
く
し
て
い

る
商
工
会
議
所
の
役
割
が
重
要
と
な
っ

て
お
り
、
行
政
・
金
融
機
関
・
各
主
体

等
と
の
連
携
を
密
に
し
、
こ
の
難
局
を

皆
様
と
共
に
乗
り
き
っ
て
い
き
た
い
。

引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し

た
。
　
引
き
続
き
議
事
に
入
り
、

令
和
二
年
度
事
業
計
画（
案
）

及
び
令
和
二
年
度
商
工
会
議

所
一
般
会
計
他
各
特
別
会
計

の
収
支
予
算（
案
）
と
商
工
会

議
所
法
施
行
規
則
の
一
部
改

正
に
伴
う
定
款
の
一
部
変
更
の
協
議
事

項
八
件
を
原
案
通
り
可
決
承
認
し
た
。

　
続
い
て
、
道
北
正
副
会
頭
会
議
提
出

議
案
他
、
報
告
事
項
十
三
件
を
報
告
し

全
議
事
を
終
了
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
受
け
、
留
萌
市

と
市
議
会
に
対
し
「
小
規
模

事
業
者
経
営
改
善
資
金
（
マ

ル
経
資
金
）」
に
係
る
利
子
補

給
制
度
の
早
期
実
現
を
求
め

る
緊
急
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
同
利
子
補
給
制
度
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
小
規
模
事
業

者
が
、
人
口
減
少
に
よ
る
地
域
経
済
の

衰
退
、
労
働
力
不
足
、
後
継
者
問
題
な

ど
多
く
の
課
題
に
直
面
す
る
な
か
、
必

要
な
資
金
需
要
を
喚
起
し
た
い
と
、
昨

年
二
月
七
日
、
留
萌
市
に
対
し
て
要
望

書
を
提
出
し
て
い
た
。

　
去
る
三
月
四
日
、
塚
本
会
頭
、
川
村

専
務
理
事
、
福
島
金
融
部
会
長
の
三
名

が
市
長
室
を
訪
れ
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
は
、
飲

食
業
を
は
じ
め
各
業
種
に
広
が
っ
て
い

る
。
今
般
の
特
殊
な
事
情
を
勘
案
し
て

い
た
だ
き
、
小
規
模
事
業

者
の
窮
地
に
対
応
し
、
こ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め

に
『
マ
ル
経
資
金
』
に
対

す
る
利
子
補
給
制
度
の
三

月
か
ら
の
実
施
を
強
く
求

め
る
」
と
し
、
中
西
市
長

に
対
し
緊
急
要
望
書
を
手

渡
し
た
。

　
中
西
市
長
は
「
留
萌
市
と
し
て
も
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
自
粛
ム
ー
ド
が
広

が
り
、
マ
チ
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
は

非
常
に
気
に
し
て
い
る
。
利
子
補
給
制

度
に
つ
い
て
は
、
四
月
か
ら
進
め
る
方

向
で
予
算
案
に
含
め
て
議
会
に
提
出
し

て
い
る
。
時
期
の
前
倒
し
に
つ
い
て
は

要
綱
の
改
正
を
含
め
所
管
と
協
議
す
る
。

議
会
と
も
相
談
し
て
な
る
べ
く
対
処
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　
こ
の
後
、
留
萌
市
議
会
に
対
し
て
も

緊
急
要
望
書
を
提
出
し
た
。

留
萌
市
と
市
議
会
に
対
し
緊
急
要
望

～
コ
ロ
ナ
で
苦
し
む
事
業
者
支
援
の
た
め

利
子
補
給
制
度
の
三
月
開
始
を
求
め
る
～

　
当
所
で
は
役
議
員
を
対
象
に
「
役
議
員
研
修
会
」

を
、
地
域
の
振
興
発
展
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
都
度
開

催
し
て
お
り
、
今
回
は
地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
（
堀
松
一
郎
委
員
長
）
が
主
管
と
な
り
、
二
月
十

四
日
画
「
地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
」
と
し
て

開
催
し
た
。

　
研
修
会
に
は
二
十
六
名
が
参
加
し
、
留
萌
開
発
建

設
部
、
留
萌
市
よ
り
担
当
者
を
招
き
「
道
の
駅
」
の

事
業
概
要
、「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
運
営
協
議
会
設
立

に
向
け
て
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
出
席
の
役
議
員

よ
り
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
の
課
題
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

役
議
員
研
修
会
を
実

役
議
員
研
修
会
を
実
施施

役
議
員
研
修
会
を
実
施

　
第
三
六
九
回
常
議
員
会
が
三
月
十
七

日
峨
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
留
萌
産
業

会
館
で
行
わ
れ
、
塚
本
会
頭
、
関
野
・

辻
本
・
大
石
副
会
頭
、
川
村
専
務
理
事

ほ
か
常
議
員
十
五
名
、
監
事
二
名
、
青

年
部
か
ら
折
居
会
長
他
一
名
が
出
席
し

て
開
催
さ
れ
、
総
会
提
出
議
案
を
原
案

通
り
承
認
し
た
。

（
議
案
事
項
）

▽
第
一
号
　
令
和
二
年
度
留
萌
商
工
会

議
所
及
び
留
萌
中
小
企
業
相
談
所
　

事
業
計
画（
案
）

▽
第
二
号
　
令
和
二
年
度
留
萌
商
工
会

議
所
一
般
会
計
収
支
予
算（
案
）

▽
第
三
号
　
令
和
二
年
度
留
萌
中
小
企

業
相
談
所
特
別
会
計
収
支
予
算（
案
）

▽
第
四
号
　
令
和
二
年
度
法
定
台
帳
特

別
会
計
収
支
予
算（
案
）

▽
第
五
号
　
令
和
二
年
度
共
済
事
業
特

別
会
計
収
支
予
算（
案
）

▽
第
六
号
　
令
和
二
年
度
留
萌
産
業
会

館
特
別
会
計
収
支
予
算（
案
）

▽
第
七
号
　
令
和
二
年
度
退
職
給
与
積

立
金
特
別
会
計
収
支
予
算（
案
）

▽
第
八
号
　
商
工
会
議
所
法
改
定
に
伴

う
定
款
の
変
更

▽
第
九
号
　
諸
規
則
・
諸
規
定
の
一
部

改
定

（
報
告
事
項
）

▽
第
一
号
　
令
和
二
年
新
年
交
礼
会
に

つ
い
て
　
他
八
件

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三
六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六
九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

第
三
六
九
回
 常
議
員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

令
和
二
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
を
可

令
和
二
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
を
可
決決

令
和
二
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
を
可
決

第
二
三
二
回
通
常
議
員
総

第
二
三
二
回
 通
常
議
員
総
会会

第
二
三
二
回
 通
常
議
員
総
会
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北
海
道
の
経
済
状
況
は
、
公
共
事
業

の
増
加
が
一
部
好
材
料
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
個
人
消
費
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
含
む
観
光
関
連
産
業
等
で
伸
び
悩
み

状
態
と
な
っ
て
い
る
中
、
今
回
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
は
、
過
去
に
累
を
見

な
い
大
き
な
影
響
を
今
後
道
内
経
済
に

及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
か
か
る
中
、
当
留
萌
市
に
お
い
て
は
、

依
然
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
事
業
所
の
減
少
も
続
い
て
い
る
。

特
に
小
規
模
事
業
者
の
高
齢
化
が
顕
著

で
、
新
規
創
業
や
事
業
継
承
対
策
が
地

域
経
済
の
持
続
的
発
展
の
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
規
格
幹
線

道
路
深
川
留
萌
道
の
全
線
開
通
を
機
に
、

Ｊ
Ｒ
問
題
を
含
め
当
地
域
の
重
要
課
題

に
つ
い
て
行
政
と
共
に
問
題
解
決
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
令
和
の
新
し
い
時
代
に
入
り
、
当
商

工
会
議
所
の
果
た
す
役
割
は
よ
り
大
き

な
も
の
と
再
認
識
し
、
会
員
の
総
意
を

受
け
止
め
、
地
域
企
業
の
振
興
発
展
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
行
政
と
連

携
し
て
積
極
的
に
事
業
を
推
進
す
る
。

１
坩
商
工
会
議
所
の
機
能
強
化

　
◇
商
工
会
議
所
に
求
め
ら
れ
る
役

割
・
あ
り
方
の
明
確
化

　
◇
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

　
◇
ま
ち
づ
く
り
な
ど
提
言
や
活
動
の

見
え
る
化

　
◇
地
域
の
多
様
な
主
体
と
の
、
さ
ら

な
る
連
携
強
化

２
坩
地
方
創
生
の
支
援

　
◇
食
と
観
光
等
の
支
援

　
◇
事
業
承
継
や
起
業
等
の
支
援

３
坩
会
員
の
課
題
解
決
支
援

　
◇
働
き
方
改
革
の
支
援

　
◇
Ｉ
Ｔ
等
へ
の
対
応

　
◇
事
業
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

１
坩
政
策
提
言
、
要
望
活
動
の
推
進

　
①
商
工
会
議
所
は
地
域
唯
一
の
総
合

経
済
団
体
と
し
て
、
中
・
長
期
的

な
諸
問
題
に
つ
い
て
の
解
決
に
向

け
、
業
種
別
に
構
成
さ
れ
る
各
部

会
等
で
の
意
見
・
要
望
を
総
合
的

に
取
り
ま
と
め
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
に
わ
た
る
各
種
施
策
の
適
正

か
つ
迅
速
な
実
施
に
つ
い
て
、
国

を
は
じ
め
道
、
市
な
ど
関
係
機
関

に
建
議
要
望
な
ど
を
行
う
。

　
②
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
商
工
業
の

振
興
や
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
、
さ

ら
に
は
地
域
発
展
の
基
盤
と
な
る

事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

２
坩
会
議
所
機
能
強
化
及
び
活
性
化

　
①
部
会
活
動
の
積
極
的
展
開
～
会
員

の
要
望
・
意
見
の
集
約
推
進

　
②
委
員
会
活
動
の
積
極
的
展
開
～
会

議
所
活
動
の
具
現
化
推
進

　
③
青
年
部
活
動
の
支
援
（
次
代
を
担

う
者
の
育
成
）
～
親
会
と
の
懇
談

会
の
実
施

　
④
会
員
増
強
へ
の
取
組
強
化
～
会
員

増
強
月
間
の
実
施
、
会
員
大
会
の

充
実

　
⑤
会
議
所
財
政
の
健
全
化
推
進
～
事

業
の
見
直
し
と
収
益
の
確
保
推
進

　
⑥
職
員
の
能
力
開
発
と
資
質
向
上
及

び
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
事
務
局
生
産

性
の
向
上

　
⑦
商
工
会
議
所
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）
の
策
定

　
⑧
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
と
広

報
の
充
実

３
坩
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経

営
支
援
事
業
の
拡
充

　
①
中
小
企
業
相
談
所
の
機
能
充
実

　
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
支

援
強
化

　
③
創
業
支
援
へ
の
対
応
～
支
援
計
画

に
基
づ
き
外
部
支
援
機
関
と
の
連

携
強
化
充
実

　
④
事
業
承
継
へ
の
対
応
～
北
海
道
事

業
引
継
セ
ン
タ
ー
他
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化

　
⑤
小
規
模
事
業
者
経
営
発
達
支
援
事

業
の
推
進

　
⑥
中
小
企
業
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
策
定
支
援
の
推
進

　
⑦
Ｉ
Ｔ
導
入（
ク
ラ
ウ
ド
会
計
等
）
に

よ
る
生
産
性
の
向
上
推
進

　
⑧
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
及
び
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
推
進

４
坩
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
①
留
萌
に
お
け
る
重
要
課
題
に
つ
い

て
（
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
・
駅
前
と
駅
裏

利
活
用
・
公
共
施
設
の
更
新
）

　
②「
旧
る
も
い
プ
ラ
ザ
」問
題
に
つ
い

て

　
③「
道
の
駅
」・「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」

の
利
活
用

　
④
自
衛
隊
に
関
す
る
経
済
対
策
等
特

別
会
議
の
推
進

　
⑤
留
萌
市
役
所
・
留
萌
市
議
会
と
の

情
報
共
有
～
懇
談
会
・
意
見
交
換

会
の
実
施

５
坩
観
光
振
興
の
推
進

　
①
交
流
人
口
増
加
及
び
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
へ
の
対
応

　
②
地
域
に
お
け
る「
お
も
て
な
し
」感

度
の
向
上

６
坩
そ
の
他

　
①
会
議
所
活
動
の
広
報
充
実

　
②
行
政
と
連
携
し
た
国
際
交
流
事
業

の
推
進

　
③
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

【
 要
望
事
項
 】

１
坩
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
商
店
街
づ
く
り

の
促
進

　
①
高
規
格
幹
線
道
路
か
ら
の
中
心
市

街
地
へ
の
誘
導
策
の
促
進
（
誘
導

看
板
の
設
置
）

　
②
公
共
施
設
等
の
中
心
市
街
地
へ
の

誘
致
促
進

　
③
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
中

心
市
街
地
活
性
化
の
促
進

　
④「
旧
る
も
い
プ
ラ
ザ
」問
題
の
対
応

〔
新
規
〕

２
坩
バ
イ
る
も
い
運
動
の
推
進

　
①
地
方
創
生
を
実
現
さ
せ
る
た
め
官

公
庁
に
よ
る
地
域
企
業
優
先
購
入

の
促
進

　
②
留
萌
市
中
小
企
業
基
本
条
例
（
地

元
購
入
の
優
先
要
項
を
含
む
）
制

定
の
促
進

　
③
商
品
券（
商
振
連
発
行
）の
積
極
的

な
活
用
促
進

【
 実
施
事
項
 】

１
坩
ま
ち
な
か
賑
わ
い
事
業
の
推
進

　
①「
道
の
駅
」オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
た

イ
ベ
ン
ト
の
実
施〔
新
規
〕

　
②
ワ
ン
コ
イ
ン
商
店
街
事
業
の
実
施

　
③「
に
ぎ
わ
い
広
場
」を
核
と
し
た
活

性
化
の
推
進〔
新
規
〕

　
④
商
店
街
の
空
き
店
舗
・
空
き
地
の

利
活
用
の
促
進

２
坩
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進

　
①
商
店
街
一
斉
清
掃
の
充
実
推
進

３
坩
商
店
街
幹
線
道
路
の
完
全
除
排
雪

の
推
進

　
①
道
路
管
理
者
と
の
懇
談
会
の
開
催

４
坩「
道
の
駅
」の
利
活
用
に
つ
い
て
研

究
推
進

５
坩
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
及
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
応
の
推
進

６
坩
市
、
商
店
街
と
の
連
携
強
化
推
進

【
 要
望
事
項
 】

１
坩
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
老
朽
化
対
策
、
維
持
管

理
に
必
要
な
予
算
の
安
定
的
な
確
保

に
つ
い
て

２
坩
高
規
格
幹
線
道
路
　
深
川
留
萌
自

動
車
道
、
全
面
開
通
後
の
道
路
網
整

備
に
つ
い
て

　
①
国
道
の
強
靭
化
、
維
持
管
理
レ
ベ

ル
の
向
上
（
　
号
・
　
号
・
　
号
・

２３１

２３２

２３９

高
規
格
道
）

　
②
羽
幌
ま
で
の
高
規
格
道
路
延
伸
に

つ
い
て
調
査
研
究
の
継
続

　
③
道
道
留
萌
小
平
線
の
整
備
促
進

　
④
道
道
未
開
通
区
間
の
整
備
促
進
へ

向
け
て
の
調
査
研
究〔
新
規
〕

　
⑤
都
市
計
画
道
路
見
晴
通
の
整
備
促

進

３
坩
国
道
　
号
霧
立
防
災
の
整
備
促
進

239

に
つ
い
て

４
坩
留
萌
港
の
活
性
化
と
利
活
用
・
整

備
の
推
進

　
①
大
型
客
船
の
誘
致
と
港
湾
機
能
整

備
促
進

　
②
西
防
波
堤（
南
灯
台
再
建
含
む
）の

早
期
改
良
促
進

　
③「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
と「
道
の
駅
」

と
の
連
携
・
研
究〔
新
規
〕

５
坩
一
級
河
川
留
萌
川
の
防
災
対
策
事

業
の
推
進

【
 実
施
事
項
 】

工
業
部
会

部
会
事
業
計
画

商
業
部
会

基
本
方
針

活
動
の
骨
子

留
萌
商
工
会
議

留
萌
商
工
会
議
所所

令
和
二
年
度

令
和
二
年
度
 事事
業
計
画

業
計
画

留
萌
商
工
会
議
所

令
和
二
年
度
 事
業
計
画
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１
坩
研
修
会
及
び
先
進
地
視
察
会
等
の

実
施
検
討

２
坩
他
地
域
と
の
広
域
連
携
の
研
究

【
 要
望
事
項
 】

１
坩
留
萌
市
及
び
金
融
機
関
を
含
め
た

連
携
に
よ
る
、
小
規
模
事
業
者
の
事

業
承
継
支
援
の
推
進

【
 実
施
事
項
 】

１
坩
小
規
模
事
業
者
の
事
業
承
継
に
関

連
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

２
坩
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催〔
新
規
〕

３
坩
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
制

度（
マ
ル
経
資
金
）の
利
活
用
の
推
進

〔
新
規
〕

【
 要
望
事
項
 】

１
坩
人
手
不
足
対
策
と
し
て
外
国
人
を

含
む
雇
用
環
境
の
整
備
促
進

　
①
地
域
一
体
と
な
っ
た
外
国
人
労
働

者
の
受
入
環
境
整
備
促
進

　
②
外
国
人
労
働
者
の
確
保
に
資
す
る

福
利
厚
生
施
設
へ
の
支
援
促
進

２
坩
地
域
産
業
振
興
の
た
め
営
業
用
上

下
水
道
料
金
の
軽
減
促
進

【
 実
施
事
項
 】

１
坩
水
産
加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
と
販
路
拡
大

促
進

２
坩
留
萌
市
・
留
萌
水
産
物
加
工
協
同

組
合
と
の
連
携
推
進〔
新
規
〕

【
 要
望
事
項
 】

１
坩
留
萌
港
の
機
能
整
備
促
進

　
①
西
防
波
堤
の
南
灯
台
早
期
整
備
促

進

　
②
貨
物
ヤ
ー
ド（
古
丹
浜
埠
頭
・
三

泊
埠
頭
・
北
岸
・
南
岸
）の
整
備
促

進

　
③
留
萌
港
の
防
波
堤
嵩
上
げ
に
よ
る

静
穏
度
促
進

　
④
臨
港
道
路
の
整
備
促
進

２
坩
留
萌
港
の
活
性
化
と
利
活
用
の
推

進
　
①
港
湾
環
境
及
び
施
設
の
整
備
促
進

　
②
対
岸
貿
易
の
可
能
性
調
査
の
推
進

　
③
留
萌
港
物
流
実
態
調
査
事
業
の
推

進

３
坩
道
路
網
の
整
備
及
び
強
靭
化
・
安

全
対
策
の
促
進

　
敢
高
規
格
幹
線
道
路
深
川
留
萌
自
動

車
道
の
整
備
促
進

　
①「
へ
こ
み
・
穴
」、「
わ
だ
ち
掘
れ
」、

「
ひ
び
割
れ
」
等
に
対
す
る
整
備
促

進
　

　
②
冬
期
間
の
事
故
多
発
地
帯
の
安
全

対
策
及
び
視
程
障
害
対
策
（
自
発

光
式
視
線
誘
導
灯
の
増
設
等
）
の

促
進

　
③
留
萌
Ｉ
Ｃ
付
近
の
安
全
対
策
の
た

め
の
道
路
拡
幅
及
び
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
設
置
等
の
整
備
促
進

　
柑
留
萌
港
に
直
結
す
る
幹
線
道
路
の

整
備
及
び
強
靭
化
・
安
全
対
策
促

進

　
①
国
道
　
号
線（
道
々
霧
立
小
平
線
）

２３９

を
含
め
た
国
道
　
号
・
　
号
・
　

２３１

２３２

２３３

号
線

　
②
南
岸
に
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
の
安

全
対
策
・
整
備
促
進

４
．
生
活
圏
域
に
関
わ
る
輸
送
円
滑
化

の
促
進

　
①
主
要
・
補
助
幹
線
道
路
等
の
定
期

的
な
除
排
雪

　
②
暴
風
雪
に
よ
る
被
害
対
策
の
防
雪

柵
設
置（
船
場
公
園
前
）

　
③
雪
捨
て
場
減
少
に
よ
る
空
き
地
等

の
有
効
活
用

【
 実
施
事
項
 】

１
坩
交
通
安
全
推
進
運
動
へ
の
参
加

２
坩
研
修
会
・
懇
談
会
等
の
開
催

　
①
除
排
雪
等
に
つ
い
て
道
路
管
理
者

と
の
懇
談
会
へ
の
参
加

【
 要
望
事
項
 】

１
坩
観
光
事
業
の
振
興
促
進

　
①
観
光
案
内
標
識（
多
言
語
に
も
対

応
）の
設
置
促
進

　
②「
道
の
駅
」へ
の
誘
導
看
板
の
設
置

促
進〔
新
規
〕

２
坩
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
な
ど
各
種

大
会
の
留
萌
市
招
致
推
進

３
坩
雇
用
確
保（
外
国
人
を
含
む
）に
向

け
た
対
策
の
推
進

【
 実
施
事
項
 】

１
坩
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
と
協
賛

　
①「
第
　
回
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
」
協

７１

賛
、「
第
　
回
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
」

３１

　
②
呑
涛
ま
つ
り
前
夜
祭
・
や
ん
衆
盆

踊
り
の
支
援
協
力

　
③
う
ま
い
よ
外
る
も
い
市
へ
の
協
力

２
坩
留
萌
観
光
協
会
、
留
萌
観
光
連
盟

と
の
連
携

３
坩
留
萌
観
光
案
内
所
事
業
の
継
続

４
坩「
る
も
い
の
良
さ
を
広
め
よ
う
運

動
」の
推
進〔
新
規
〕

　
①
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
創
出

　
②
地
産
地
消
の
推
進
と
販
路
拡
大

　
③
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド（
観
光
協
会
）を
利
用

し
た
Ｐ
Ｒ
推
進〔
新
規
〕

５
坩
研
修
会
・
懇
談
会
等
の
開
催

【
 検
討
項
目
 】

１
坩
持
続
可
能
な
会
議
所
運
営
に
つ
い

て
２
坩
会
員
大
会
の
運
営
に
つ
い
て

【
 担
当
事
業
 】

１
坩
会
員
大
会
の
運
営
（
予
定
：
十
月

八
日
）

２
坩
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式

（
十
一
月
）

３
坩
萌
商
会
の
運
営
（
幹
事
会
に
よ
る

運
営
）

４
坩
役
議
員
研
修
会
の
開
催

【
 検
討
項
目
 】

１
坩
中
心
市
街
地
再
開
発
に
つ
い
て

　
①
市
役
所
を
含
む
公
共
施
設
の
更
新

に
関
す
る
事
項

　
②
旧
る
も
い
プ
ラ
ザ
を
含
め
た
中
心

市
街
地
再
開
発
に
関
す
る
事
項

　
③
駅
前
・
駅
裏
の
利
活
用
に
関
す
る

水
産
部
会

運
輸
港
湾
部
会

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

委
員
会
事
業
計
画

総
務
運
営
委
員
会

令和２年度 留萌商工会議所収支予算書

増減
（Ａ－Ｂ）

前年度予算額
（Ｂ）

本年度予算額
（Ａ）

科　　目

102,00015,528,00015,630,000１．会　　　費　

△ 100,0001,600,0001,500,000２．手　数　料

△ 151,9904,907,0104,755,020３．事 業 収 入

△ 1,600,0003,810,2002,210,200４．雑　収　入

△ 2,000610,001608,001５．繰　入　金

4,234,3152,988,2047,222,519６．繰　越　金

2,482,32529,443,41531,925,740合　　　計

（単位：円）１．収入の部

増　減
（Ａ－Ｂ）

前年度予算額
（Ｂ）

本年度予算額
（Ａ）

科　　目

100,0004,350,0004,450,000１．事　業　費

△ 2,550,0009,550,0007,000,000２．給　与　費

△ 400,000700,000300,000３．福利厚生費

0450,000450,000４．旅費・交通費

100,0002,200,0002,300,000５．事　務　費

△ 600,0001,500,000900,000６．会　議　費

0700,000700,000７．渉　外　費

0500,000500,000８．租 税 公 課

01,900,0001,900,000９．負　担　金

0500,000500,000１０．雑　　　費

0200,000200,000１１．警　備　費

0350,000350,000１２．青年部 特別会計繰出金

676,5294,245,0004,921,529１３．相談所 特別会計繰出金

5,155,7962,298,4157,454,211１４．予　備　費

2,482,32529,443,41531,925,740合　　　計

２．支出の部

金
融
部
会



事
項〔
新
規
〕

２
坩
中
小
企
業
の
振
興
に
つ
い
て
の
調

査
・
研
究〔
新
規
〕

【
 実
施
項
目
 】

１
坩
ま
ち
づ
く
り
振
興
に
関
す
る
研
修

会〔
新
規
〕

２
坩
旧
る
も
い
プ
ラ
サ
閉
館
後
の
美
観

整
備
要
望〔
新
規
〕

【
 検
討
項
目
 】

１
坩
交
流
人
口
の
増
加
及
び
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
へ
の
対
応

　
①「
道
の
駅
」・「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」

の
利
活
用
推
進
に
つ
い
て
〔
新
規
〕

　
②「
る
も
い
浜
焼
き
」・「
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ

ル
メ
」
の
普
及
・
促
進
に
つ
い
て

〔
新
規
〕

　
③
新
し
い「
る
も
い
の
食
」
ブ
ラ
ン
ド

の
創
出
促
進
に
つ
い
て〔
新
規
〕

　
④
市
内
へ
の
誘
導
看
板
等
の
設
置
促

進
に
つ
い
て〔
新
規
〕

２
坩
お
も
て
な
し
感
度
の
向
上

　
①「
ポ
ケ
ト
ー
ク
」
及
び
「
多
言
語

シ
ー
ト
」
の
普
及
推
進
に
つ
い
て

〔
新
規
〕

【
 実
施
項
目
 】

１
坩
第
　
回
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
、
第

71

　
回
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん

31

２
坩
検
討
事
項
に
関
す
る
研
修
会
・
視

察
会
等
の
開
催〔
一
部
新
規
〕

　
①
み
な
と
オ
ア
シ
ス
に
関
す
る
視
察

会
の
実
施〔
新
規
〕

【
 検
討
項
目
 】

１
坩
会
議
所
広
報
に
関
す
る
事
項

【
 担
当
事
業
 】

１
坩
会
報
「
か
い
ぎ
し
ょ
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
」

編
集
と
刊
行

【
 検
討
項
目
 】

１
坩
国
際
交
流
に
お
け
る
経
済
波
及
効

果
の
研
究

２
坩
外
国
人
実
習
生
の
受
入
れ
研
究

３
坩
外
国
人
受
入
れ
に
際
し
、
生
活
環

境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

〔
新
規
〕

【
 担
当
事
業
 】

１
坩
留
萌
市
国
際
交
流
協
会
が
実
施
す

る
経
済
交
流
事
業
に
対
す
る
支
援
・

協
力

２
坩
外
国
人
受
入
れ
に
関
す
る
研
修
会

の
開
催
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広
報
委
員
会

観
光
お
も
て
な
し
委
員
会

国
際
交
流
特
別
委
員
会

４
坩
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
支

援
強
化

１
坩
経
営
相
談
支
援
の
推
進

　
①
個
別
相
談（
巡
回
・
窓
口
）
に
よ
る

経
営
支
援
の
実
施

　
②
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
制

度（
マ
ル
経
融
資
）等
の
推
進
と
効

果
的
運
用

　
③
金
融
・
経
理
・
税
務
・
労
務
に
関

す
る
相
談
と
指
導

　
④
経
営
合
理
化
・
技
術
改
善
・
商
取

引
に
関
す
る
相
談
指
導
と
斡
旋

　
⑤
新
規
創
業
・
事
業
承
継
に
関
す
る

相
談
と
支
援
強
化

　
⑥
人
材
確
保
と
育
成
支
援
の
推
進

　
⑦
労
働
保
険
事
業
の
推
進

　
⑧
各
種
補
助
金
・
諸
制
度
等
の
相
談

と
指
導

　
⑨
中
小
企
業
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
策
定
支
援
の
推
進

　
⑩
そ
の
他
小
規
模
事
業
の
経
営
改
善

と
発
展
に
関
す
る
相
談
指
導
と
情

報
提
供

２
坩
特
別
相
談
室
の
開
設

　
①
夜
間
金
融
・
経
営
相
談
室
の
開
設

（
七
月
・
十
二
月
）

　
②「
一
日
公
庫
」
金
融
・
事
業
承
継
・

創
業
相
談
室
の
実
施
（
毎
月
第
二

木
曜
日
）

　
③
記
帳
継
続
指
導
の
実
施

　
　
ａ
坩
青
色
申
告
を
対
象
（
年
六
回

程
度
記
帳
指
導
）

　
　
ｂ
坩
個
別
決
算
指
導
（
二
月
～
三

月
）

　
④
労
働
保
険
個
別
指
導
の
実
施

　
　
ａ
坩
事
務
組
合
加
入
者
の
年
度
更

新
個
別
指
導
及
び
諸
手
続
き
指

導

　
⑤
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
特
別
相
談

窓
口
の
設
置

３
坩
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

　
①
新
入
社
員
・
接
遇
応
対
等
セ
ミ

ナ
ー（
四
月
・
九
月
）

　
②
働
き
方
改
革
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
六

月
）

　
③
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
七

月
）

　
④
新
規
創
業
セ
ミ
ナ
ー（
十
月
）

　
⑤
年
末
調
整
説
明
会（
十
一
月
）

　
⑥
青
色
決
算
説
明
会（
十
二
月
）

　
⑦
事
業
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー（
二
月
）

　
⑧
そ
の
他
経
営
等
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー（
随
時
）

　
⑨
関
係
機
関
と
連
携
し
た
講
演
会
の

開
催（
随
時
）

４
坩
中
心
市
街
地
振
興
対
策
と
実
態
把

握
　
①
る
も
い
ワ
ン
コ
イ
ン
商
店
街
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施
と
消
費
動
向

把
握

５
坩
新
規
創
業
・
事
業
承
継
に
対
す
る

相
談
・
指
導
の
推
進

　
①
各
支
援
機
関
等
と
連
携
し
た
新
規

創
業
者
の
発
掘
・
啓
発
事
業
の
実

施

　
②
専
門
機
関
（
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
等
）
を
活
用
し
た
事
業
承

継
支
援

６
坩
Ｉ
Ｔ
の
導
入
及
び
利
活
用
の
推
進

　
①
業
務
効
率
化
と
生
産
性
向
上
に
向

け
た
支
援

　
　
ａ
坩
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
ク
ラ
ウ

ド
会
計
の
導
入
・
活
用
促
進

　
　
ｂ
坩
補
助
金
等
の
活
用
に
よ
る
Ｉ

Ｔ
導
入
・
活
用
の
促
進

　
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情

報
収
集
・
情
報
提
供
と
経
営
分
析

の
実
施

　
　
ａ
坩
Ｈ
Ｐ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し

た
各
種
補
助
金
、
セ
ミ
ナ
ー
等

の
迅
速
な
情
報
発
信

　
　
ｂ
坩「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
」「
経
営
自
己
診

断
シ
ス
テ
ム
」
等
を
活
用
し
た

経
営
分
析

　
③
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
活
用
に
よ
る
事

業
者
の
情
報
管
理
・
運
用
の
効
率

化
推
進

７
坩
経
営
発
達
支
援
計
画
へ
の
対
応
推

進
　
①
支
援
力
向
上
の
た
め
の
研
修
実
施

　
　
ａ
坩
旭
川
中
小
企
業
大
学
校
で
の

研
修
参
加

　
　
　
敢
経
営
指
導
員
等
研
修
（
五
月

～
十
二
月
）

　
　
ｂ
坩
日
商
・
道
商
連
・
中
小
機
構

等
が
開
催
す
る
研
修
会
・
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
参
加

８
坩
関
係
機
関
と
の
連
携

　
①
中
小
企
業
支
援
機
関
と
の
懇
談

会
・
情
報
交
換
会
開
催

　
②
専
門
家
を
活
用
し
た
相
談
事
業
の

推
進

９
坩
経
営
等
に
関
す
る
調
査
・
情
報
収

集
と
販
路
開
拓
支
援

　
①
経
営
・
労
働
環
境
・
需
要
動
向
等

の
調
査
実
施

　
②
販
路
開
拓
に
向
け
た
情
報
収
集
・

発
信
と
物
産
展
等
へ
の
出
店
支
援

　
坩
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
施
策

10
普
及
の
推
進

　
①
小
規
模
企
業
共
済
・
倒
産
防
止
共

済
・
退
職
金
共
済
制
度
の
普
及
拡

大

　
②
中
小
企
業
向
各
種
助
成
制
度
の
普

及
と
利
用
拡
大

　
③
施
策
普
及
の
た
め
の
チ
ラ
シ
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成

実

施

計

画

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営

又
は
技
術
の
改
善
発
達
の
た
め
、
国
の

小
規
模
事
業
施
策
に
基
づ
く
事
業
の
充

実
を
図
る
と
共
に
、
伴
走
型
支
援
体
制

を
強
化
し
、
留
萌
市
内
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
振
興
と
発
展
に
寄
与

す
る
。

１
坩
巡
回
・
窓
口
相
談
を
軸
に
し
た
伴

走
型
支
援
の
推
進

２
坩
経
営
実
態
の
把
握
と
経
営
改
善
情

報
の
提
供
推
進

３
坩
Ｉ
Ｔ
の
導
入
・
活
用
支
援
に
よ
る

業
務
効
率
化
と
生
産
性
向
上
の
推
進

重

点

目

標

留
萌
中
小
企
業
相
談
所
事
業
計

留
萌
中
小
企
業
相
談
所
 事
業
計
画画

令
和
二
年

令
和
二
年
度度
留
萌
中
小
企
業
相
談
所
 事
業
計
画

令
和
二
年
度
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○…商工会議所関連行事　◇…市内行事
※行事予定は変更になる場合がございます。詳細は主催者へお問合せ下さい。

４４～～６６月 留萌商工会議月 留萌商工会議所所及び及び市内行事予定市内行事予定

① 雇い入れる前に、就労が認められるか在留資格

　 を確認してください　

② 外国人の雇い入れと離職は、必ずハローワーク

　 に届け出てください　

③ 労働保険・社会保険等の加入をはじめ適正な雇

　 用管理を行ってください

お問合せは、

お近くのハローワークまたは労働基準監督署まで

４月２５日松 ◇留萌市観光施設オープン（海のふるさと館・黄金岬海
　　　　　　 浜公園・千望台・礼受牧場）
５月１日晶 ○ごみ・ゼロ運動
５月５日昇 ◇「かずの子のマチ留萌」フェスタ

（留萌市役所  緯０１６４－４２－１８４０）
５月１５日晶 ○留萌商工会議所前期会費 口座振替日
６月１日捷 ○ごみ・ゼロ運動
６月２７日松 ◇道の駅「るもい」オープン（留萌市役所 緯０１６４－４２－１８０９）
６月２８日掌 ◇うまいよ！るもい市（同実行委員会 緯０１６４－４３－６８１７）

　令和２年度の健康保険・介護保険料率は３月分（４月納付
分）から変更となります。皆さまのご理解・ご協力をお願い
いたします。※保険料額表はホームページをご覧ください。

許 上記虚以外の加入者（被保険者）さま

虚 40歳以上60歳未満の加入者（被保険者）さま

令和２年３月分（４月納付分）から変更

北海道支部の保険料率が
変更になります。

外国人は「ルールを守って」

適正に雇用しましょう。

令和
２年度

令和元年度
健康保険料率 10．31 ％12．04 ％ 介護保険料率　 1．73 ％

令和２年度
健康保険料率 10．41％（＋0．10％） 隔12．20 ％ 介護保険料率　1．79％（＋0．06％） 隔

令和元年度
健康保険料率 10．31 ％10．31％ 介護保険料率　　－

令和２年度
健康保険料率 10．41％（＋0．10％） 隔10．41％ 介護保険料率　 －

◎
山
根
達
也
北

海
道
電
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
㈱
留

萌
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
所

長
の
後
任
に
松
本
光
浩
氏
＝
写
真
＝
が

就
任
し
た
。

▽
経
営
一
般
　
三
十
四
件

▽
金
融
　
　
　
二
十
二
件

▽
税
務
　
　
　
百
十
二
件

▽
労
働
　
　
　
　
　
九
件

▽
計
　
　
　
百
七
十
七
件

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

相

談

件

相
　
談
　
件
　
数数

２
・
３
月

７，８５０円１　級

４，７２０円２　級

２，８５０円３　級

申込期間回数・級
実 施 日

４月６日（月）　　　
　～５月８日（金）

第155回（１～３級）

６月14日（日）

９月23日（水）　　　
　～10月16日（金）

第156回（１～３級）

11月15日（日）

令和３年１月６日（水）　 
～１月27日（水）

第157回（２・３級）

令和３年２月28日（日）

簿記検定試験
受験料

令和２年度日商簿記検定施行日令和２年度 日商簿記検定施行日程程

日商簿記検定試験 合格者
　令和２年２月２３日に開催された第１５４回日商簿記検定

試験の合格者の受験番号は次の通りです。

〈２級〉該当なし　　〈３級〉 301 304

６月は
「外国人労働者問題啓発月間」 です ！

厚生労働省からのお知らせです
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晦

界

海

皆

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
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１月留萌港入出貨物
【積荷合計 ４隻】
・トド松丸太（国内） ３隻 ３，９５７弱
・小麦　　　　１隻　 １，５００ K/T
【揚荷合計 ２４隻】
・輸入石炭　　１隻　１８，８００ K/T
・輸入融雪剤　２隻　 ３，９５５ K/T
・セメント　　２隻　 ４，４９８ K/T
・油　　　　　１９隻　７２，１２０ K/Ｌ
　　　 （外航 １隻　 ５，６５０ K/Ｌ
　　　   内航 １８隻　６６，４７０ K/L）

２月留萌港入出貨物

【積荷合計 ３隻】

・トド・カラ松丸太（国内）

 　　　　　　３隻　 　４，０９４弱

【揚荷合計 １８隻】

・セメント　 ２隻　 ７，８１９ K/T

・塩　　　　 １隻　　 ５８８ K/T

・油　 （内航）１５隻　５７，９８０ K/L

　
二
〇
一
九
年
三
月
に
入
会
い
た
し

ま
し
た
留
萌
信
用
金
庫
の
志
賀
浦
と

申
し
ま
す
。
職
場
を
通
じ
て
勧
誘
さ

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
が
、
地

域
の
金
融
機
関
の
職
員
と
し
て
仕
事

以
外
で
も
留
萌
に
貢
献
し
た
い
と
思

い
入
会
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
入
会
後
は
想
像
以
上
に
忙
し
い

日
々
で
し
た
が
、
留
萌
の
事
を
想
い

活
動
し
て
い
る
、
現
役
の
青
年
会
議

所
メ
ン
バ
ー
や
卒
業
さ
れ
た
先
輩
だ

け
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入
会

初
年
度
は
、
留
萌
青
年
会
議
所
の
政

策
委
員
会
で
あ
る
留
們
都
づ
く
り
委

員
会
に
所
属
し
、
留
萌
へ
の
移
住
・

定
住
者
獲
得
に
向
け
て
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
本
年
は
、
留
萌
の
子
ど
も

達
に
愛
郷
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

す
る
政
策
委
員
会
に
所
属
し
日
々
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
青
年
会
議
所
を
通
し

て
出
会
っ
た
様
々
な
方
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
、
留
萌
の
た
め
に
活
動

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
留
萌
青
年
会
議
所
　

　
愛
郷
心
育
成
委
員
会
 委
員

　
志
賀
浦
　
壮
　
亮

一
般
社
団
法
人

　
留
萌
青
年
会
議
所

No.１７３

　
心
が
動
く
の
は
予
想
を
超
え
る
驚

き
と
感
動
と
喜
び
だ
と
い
う
こ
と
を
、

あ
ら
た
め
て
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

一
年
間
で
し
た
。

　
今
年
開
催
す
る
例
会
は
、
斬
新
な

今
ま
で
に
な
い
発
想
で
会
員
同
士
が

新
た
な
気
づ
き
と
仲
間
意
識
を
高
め
、

経
営
者
と
し
て
多
種
多
様
な
ス
キ
ル

や
資
質
が
高
め
ら
れ
た
年
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
開

催
の
年
に
行
政
職
員
と
交
流
を
交
え
、

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
を
応
援
し
よ
う

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
、
市
民

と
一
体
に
な
り
開
催
し
た
Ｐ
Ｖ
は
私

た
ち
に
と
っ
て
大
変
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

　
①
地
域
経
済
発
展
と
資
質
の
錬
成

　
②
会
員
同
志
の
交
流
を
通
じ
絆
を

強
め
団
体
と
し
て
の
一
体
感
を
高
め

る
　
③
地
域
の
魅
力
を
創
造
し
新
た

な
情
報
の
発
信
　
④
会
員
拡
大
の
推

進
の
四
つ
の
活
動
目
標
を
掲
げ
て
会

員
の
為
、
企
業
発
展
の
為
、
愛
す
る

街
の
為
に
と
会
員
三
十
四
名
と
共
に

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
大
変
良
い
経

験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
間
支
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
、
留
萌
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
三
役
、
役
員
、

メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
Ｏ
Ｂ
諸
兄
、
事

務
局
、
自
社
の
従
業
員
、
私
が
会
長

と
し
て
携
わ
ら
せ
て
頂
い
た
す
べ
て

の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

 留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

第
十
九
代
会
長
　
折
　
居
 　
　
巧

 
 留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

No.８５

▽
２
月
３
日
　
外
部
監
査
▽
６
日
　
正

副
会
頭
会
議
・
広
報
委
員
会
・
議
員
会

役
員
会
▽
　
日
総
務
運
営
委
員
会
・
商

１２

業
部
会
役
員
会
▽
　
日
　
一
日
公
庫
・

１３

金
融
部
会
役
員
会
▽
　
日
　
運
輸
港
湾

１４

部
会
役
員
会
・
工
業
部
会
役
員
会
・
役

議
員
研
修
会
▽
　
日
　
観
光
サ
ー
ビ
ス

１７

部
会
役
員
会
▽
　
日
　
水
産
部
会
▽
　

２０

２１

日
　
金
融
部
会
▽
　
日
　
第
　
回
日
商

２３

１５４

簿
記
検
定
試
験
▽
　
日
　
工
業
部
会
▽

２５

　
日
　
運
輸
港
湾
部
会
・
商
業
部
会
・

２６観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
・
日
本
政
策
金
融

公
庫
と
の
金
融
懇
談
会
▽
　
日
　
シ
ニ

２７

ア
ク
ラ
ブ
例
会

▽
３
月
２
日
　
正
副
会
頭
会
議
▽
４
日

留
萌
市
及
び
留
萌
市
議
会
へ
緊
急
要
望

書
提
出
・
観
光
お
も
て
な
し
委
員
会
▽

９
日
　
正
副
会
頭
会
議
▽
　
日
　
総
務

１０

運
営
委
員
会
▽
　
日
　
議
員
会
役
員
会

１１

▽
　
日
　
一
日
公
庫
▽
　
日
　
第
　
回

１２

１７

３６９

常
議
員
会
▽
　
日
　
マ
ル
経
審
査
会
▽

２３

　
日
　
第
　
回
通
常
議
員
総
会

２７

２３２

業

務

日

業
　
務
　
日
　
誌誌

２
・
３
月

　
令
和
二
年
三
月
二
十
八
日
臥
に
深

川
・
留
萌
自
動
車
道
留
萌
大
和
田
Ｉ
Ｃ

～
留
萌
Ｉ
Ｃ
間
の
開
通
に
よ
り
、
全
線

が
開
通
し
ま
し
た
。

　
全
線
開
通
に
よ
り
、
一
般
道
路
通
行

時
と
比
べ
て
旭
川
～
留
萌
間
は
約
三
十

分
、
深
川
～
留
萌
間
は
約
二
十
分
の
所

要
時
間
短
縮
が
見
込
ま
れ
、
留
萌
港
を

起
点
と
し
た
物
流
の
増
加
と
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
や
留
萌
管
内
へ
の
観
光
客
増
加

が
期
待
さ
れ
る
。

◎手形交換・不渡 留萌金融協会

不　渡　実　績交　　換　　高
不渡金額枚　数交換金額枚　数

０千円０枚９５６百万円３２３枚１月

０千円０枚６７６百万円２１１枚２月

◎貸　出 （単位：百万円）

総　額その他当座貸越手形貸付割引手形

５１，７０１４２，４１５６，６８４２，３２３２７９１月

５１，７９３４３，２４６６，１０４２，１８８２５５２月

◎預　金 （単位：百万円）

総　額その他定期預金普通預金等当座預金

１２０，６５７７１３６１，８７１５３，４８６４，５８７１月

１２０，９０１１，１８６６０，６３３５４，２４９４，８３３２月

悉悉悉
悉悉悉
悉悉悉
悉悉悉
悉悉悉
悉悉悉
悉悉悉
悉悉悉
悉悉悉
悉悉悉
悉悉悉

深
川
・
留
萌
自
動
車

留
萌
自
動
車
道

道
内
初
と
な
る
全
線
開

道
内
初
と
な
る
全
線
開
通

深
川
・
留
萌
自
動
車
道

道
内
初
と
な
る
全
線
開
通
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中
小
企
業
相
談
所
だ
よ

中
小
企
業
相
談
所
だ
よ
りり

企
業

情

企
  業
　
　
 情
  報報

徳
噛小規模事業者経営改善資金融資制度噛

商工会議所の推薦で
無担保・無保証人融資
が受けられます　　

★お問い合わせについては指導課まで
ＴＥＬ４２－２０５８

マル経資金
●運転・設備資金ともに２,０００万円以内
●返済は運転資金７年以内
●設備資金１０年以内

　金利1.21％ →

●融資対象
市内で１年以上営業し、半年以上商工会議所
の経営指導を受けている企業で、従業員が２０
人以下（商業・サービス業は５人以下）の個
人又は法人で税金を完納している方。

販路開拓をお考えの小規模事業者の皆様へ！！№ 84

中小企業庁 令和元年度補正予算事業
小規模事業者持続化補助金

【概要】
◆補助対象者
小規模事業者〔商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関す
る法律（平成５年法律第５１号）第２条を準用〕

①広告宣伝
②集客力を高めるための店舗改装
③商談会・展示会への出展
④新たな商品・サービス提供の
ための製造機器の導入・試作
開発の実施
⑤ＩＴを活用した広報や業務効
率化

お問合わせ先　留萌商工会議所　電話：42－2058

葛経営計画に基づいて実施する販路開拓等の取
り組みに対し 50万円を上限に補助金（補助
率：２/３）が出ます
・・認定市区町村による特定創業支援等事業の支援を受
けた小規模事業者は１００万円が上限になります。

・・複数の事業者が共同して申請することもできます。
複数の事業者が連携する場合には、上限は１００万円
～５００万円です。＊連携小規模事業者数によります。

葛計画の作成や販路開拓の実施の際、商工会
議所の指導・助言を受けられます
対象となる取組の例

常時使用する従業員の数　５人以下卸売業・小売業
常時使用する従業員の数　５人以下サービス業（宿泊業・娯楽業以外）
常時使用する従業員の数　２０人以下サービス業のうち宿泊業・娯楽業
常時使用する従業員の数　２０人以下製造業その他

◆対象となる事業
　・・経営計画に基づき、商工会議所
の支援を受けながら実施する販
路開拓等のための事業

◆補助対象経費
機械装置等費、広報費、展示会等
出展費、旅費、開発費、資料購入
費、雑役務費、借料、専門家謝金、
専門家旅費、設備処分費（補助対
象経費総額の１/２が上限）、委託
費、外注費

◆補助率・補助額
　・・補助率
　　補助対象経費の２/３以内
　・・補助額
上限50万円（認定市区町村によ
る特定創業支援等事業の支援を
受けた小規模事業者は上限１００
万円）

　　＊複数の事業者が連携する場合
には、上限は１００万円～５００万円
です。

樺

竃

株

蒲
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65歳以上の労働者も雇用保険の適用対象となっ
ていますが、経過措置として、平成29年１月１日
から令和２年３月31日までの間は、高年齢労働
者※に関する雇用保険料は免除されていました。

雇用保険被保険者を雇用する事業主
雇用保険被保険者のみなさまへ

※保険年度の初日（４月１日）において満64歳以上であ

る労働者であって、雇用保険の一般被保険者となって

いる方を指します。

御不明な点があれば、最寄りの都道府県労働局にお問い

合せください。

令和２年４月１日からは、高年齢労働者※
についても、他の雇用保険被保険者と同様
に雇用保険料の納付が必要となります。

令和２年４月１日から、
全ての雇用保険被保険者について
雇用保険料の納付が必要となります

※2023年２月までの間に全10回の締切を予定しておりますが、第５回以降についてはおってご案内いたします。

第４回締切第３回締切第２回締切第１回締切

2021年２月５日（金）
【最終日当日消印有効】

2020年10月２日（金）
【最終日当日消印有効】

2020年６月５日（金）
【最終日当日消印有効】

１．申請書類一式の
　送付締切

2021年４月頃予定2020年12月頃予定2020年８月頃予定※終了しました２．採択結果公表

交付決定通知受領後から
2021年11月30日（火）まで

交付決定通知受領後から
2021年７月31日（土）まで

交付決定通知受領後から
2021年３月31日（水）まで

３．補助事業の実施
　期間

◆手続きの期限等

留萌市の利子補給で 0．21％
※適用には条件があります。（ ）
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５
／
　
牙
　「
一
日
公
庫
」金
融
・
事
業
承
継
・
創
業
相
談
会
開
催
鎧
　
※
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
当
所
 へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

１４

　
代
表
の
湯
田
尚
彦
さ
ん
は
留
萌

市
出
身
。
平
成
十
二
年
八
月
に
錦

町
に
て
開
業
し
、
令
和
二
年
三
月
か

ら
現
在
の
場
所
へ
移
転
し
、
営
業
し

て
い
ま
す
。

　
ソ
ウ
ル
キ
ッ
チ
ン
で
は
、
創
業
二

十
年
目
の
節
目
に
カ
フ
ェ
形
式
で
営

業
を
し
て
い
ま
し
た
が
移
転
を
機
に

レ
ス
ト
ラ
ン
形
式
へ
変
更
し
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や
パ
ス
タ
、
カ

レ
ー
の
フ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
や
店
主
が
焙
煎
し
た
コ
ー
ヒ
ー
等

を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
カ
レ
ー
や

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
等
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

メ
ニ
ュ
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
食
事
で
ご
利
用
の
際
は
自

家
焙
煎
珈
琲
も
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ

ン
「
ソ
ウ
ル
キ
ッ
チ
ン
」
へ
お
気
軽

に
ご
来
店
下
さ
い
。

「自家焙煎珈琲の楽しめるレストラン」

ＳＯＵＬ ＫＩＴＣＨＥＮ

　代　表　
湯田　尚彦 さん

員紹介 コー ナ ー会

噛会員紹介コーナーに掲載を希望される会員事業所様は当所 鼓 ４２－２０５８ までお問合せ下さい。

　
道
立
留
萌
高
校
の
令
和
元
年
度

卒
業
者
に
対
す
る
各
種
表
彰
が
行

わ
れ
、
当
所
も
勉
学
に
勤
し
み
成

績
優
秀
な
生
徒
一
名
を
表
彰
す
る

事
に
し
て
お
り
、
本
年
度
は
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
科
の
宇
治
英
恵
さ
ん
に

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
っ
た
。

宇
治
英
恵
さ
ん
に

留
萌
商
工
会
議
所
会
頭
賞

ソウル キッチン

留萌市開運町３丁目５－30

ＴＥＬ 0164－43－6268

営業時間／午前１１時～午後３時

　　　　　午後５時～午後９時

定休日／水曜日

胸自分のＰＲポイント

　（特技、資格、性格、座右の銘 等）

　中学生から６年間、吹奏楽部で

トロンボーンを吹いていました。

胸現在の担当業務

　事務処理

胸現在の課題（毎日の仕事で注意している点 等）

　　正確に事務処理を行うことです。

胸今後の目標（仕事以外プライベートでもＯＫ）

　明るさと笑顔を大切にして、信用・信頼を積み上げていき

たいです。

胸留萌の好きな所・もの（お気に入りの場所や自然、食べ物、特産品 等）

　海

留萌信用金庫 本店営業部

清  河    
きよかわ

 朝 華 　さん
あさか

（留萌市出身 ・ １８歳）

わが社のフレッシわが社のフレッシュュ

Ｑ ＆ Ａ コ ー ナ ー
商工 会 議所 No.81

商工会議所について毎月お答えし ま す。

新型コロナウイルス感染症によ
る経営上の影響が生じた場合、
加点措置がある、小規模事業者
を対象とした補助金です。詳し
くはかいぎしょＮｅｗｓ４・５月号 
９ページをご覧ください。

新型コロナウイルス感染症
により、売上が減少してし
まったのですが、なにか良
い施策はないですか？

はい。小規模事業者持
続化補助金があります。

どのような補助金で
すか？？


